
４年７月１５日発行                                                                  第３６号  

 

 

題字：3学年 

 

 

今年度のくぼた校は新１年生１０名を迎えて、全校生徒２８名でスタートしました。 

感染拡大防止重点対策等の国や県の動向を踏まえながら、授業や各行事等について 

感染対策を講じながら可能な限り実施するようにし、少しずつではありますが本来の 

教育活動が戻ってきていることを実感できるようになりました。 

福島県の特別支援教育の基本理念は「地域で共に学び共に生きる教育」の推進です。具体的な取り組みとして、障が

いのある児童生徒と障がいのない児童生徒が共に学ぶ交流及び共同学習が各学校で行われています。しかし、感染症

対策により機会が得られなかったり、相手校との十分な連絡調整ができなかったりと実施までには多くの苦労があるのが

現状です。そうした中、勿来高校とくぼた校には同じ校舎で共に学び、交流及び共同学習もスムーズに実施できる恵まれ

た環境があります。昇降口に掲示されている両校で考えたスローガン「共に学ぼう 未来に向かって」が具現化され、福島

県の基本理念である「地域で共に学び共に生きる教育」そのものが行われている学校であることを感謝の念とともに強く

感じております。 

くぼた校は今年度で開校８年目を迎えます。おかげさまで地域のみなさまに支えられ、あたたかいご理解とご協力をい

ただいております。勿来高校と共にある学校として、地域と共にある学校として今後もどうぞよろしくお願いいたします。 

                                                                             分校長 加藤 賢一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  生徒会主催で学校周辺や商店街、蛭田川付近のゴミ

拾いをしました。２，３年生の中には、関の子ボランティアと

して、勿来駅前の清掃に参加している生徒も多くいますの

で、自分たちの住み通う地域をきれいにしたい思いが強

くあります。積極的に活動していました。 

福島県立いわき支援学校くぼた校   http://www.iwaki-sh-kubota.fks.ed.jp/   ☎0246‐65‐3155 

 

６月７日に職業生活を考える会を行いました。今回のテーマは「自分の進路について学び、考え、一緒

に話そう！」企業での働き方や福祉サービスについてなど、進路先の方々にお越しいただいて、ご説明い

ただきました。親子または教員と一緒に話を聞き、トークタイムの時間には、それぞれが考えたことについ

て話し合う時間をもちました。 

「お母さんと同じことを考えてた！」と共有できたことを喜ぶ生徒。「ずっと働き続けられる職場を一緒に

見つけたいです。」と保護者からの感想も聞かれました。 

進路について話すことは、家庭だと意外と難しいのかもしれません。しかし、生徒にとっては自分のこと

を一緒に悩み、考えてくれる人がいることは心の支えになると思います。参加いただいた進路先の方々、

保護者の皆様、ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

国語の授業では、３年生がくぼた校の行事や教科の内

容について紹介する文章を考え、画像と合わせて 1年生に

紹介する学習をしました。３年生が考えたくぼた校のよいと

ころは、「元気なあいさつ、元気がいっぱい、明るい笑顔、明

るい学校、みんな仲がいい、思いやりがある、みんな助け合

う」などでした。先輩たちがよいモデルとなり、後輩たちは、

くぼた校のよいところを引き継いでいきましょう。 

様々な仕事を見学・体験したり、分からないことを質問したりしました。生徒は、継続して仕事をすること

が大切だと分かったので、長い時間取り組めるように学校で学習する、と今後の目標を立てていました。 

障がいのあるなしにかかわらず、発達に心配のあるお子さんの

保護者の方や担当する先生方への支援を行っています。 

どうぞお気軽にご活用ください♪ 

相談窓口くぼた校電話 ０２４６－６５－３１５５ 

（担当：小野 晶子） 

地域支援センターより

本校では、秋元英典先生（あきもと歯科医院）及び歯科衛生士の方に 

よる歯みがき指導を実施しています。給食後は、歯科衛生士の方に教えて 

いただいたことを参考に、鏡を見ながら丁寧にみがくよう心がけています。 

歯を失くす一番の原因は、むし歯ではなく実は「歯周病」 約８０％の大 

人が罹患していると言われています。歯周病の原因となる「歯垢」をきちん 

と落とすことが予防の第一歩。大切な歯を守るために、これからもくぼた校 

全員で「丁寧な歯みがき」ができるよう取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日のくぼた校 

生徒の様子を毎日掲載してお

ります。いつもご覧いただき、

ありがとうございます。 

＜歯をみがくときのコツ＞ 

○歯ブラシの持ち方と、みがく時の力 

鉛筆を持つようにして、毛先が広がらない程度に優しく当てる 

○注意してみがくところ 

歯と歯茎の境目、奥歯のみぞ、歯と歯の間、歯並びの悪い所 

〇歯ブラシの種類 

  ヘッドが小さい歯ブラシを使うと、より奥まで届くため汚れを 

かきだしやすい。毛先が少し広がってきたら交換のサインです 

アルプスアルパイン株式会社 

小名浜工場 

株式会社一歩 

（就労支援Ａ型事業所） 

サポーターステーションあい一番 

（就労支援Ｂ型事業所） 


